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私 の ス ケ ッチ ・ブ ック(24)

刹那的で対面的な大都市の人間関係

国立民族学博物館助教授

森 明 子

■ ベ ル リン の 友 人

　 ベ ル リンの友 人の ひ と りにユ ー ゴス ラ

ビア出 身の女 性が い る。彼 女 は、失 業 し

て1年 近 くにな り、 もう じき失業 保 険が

きれて しま うの だが、仕 事 は なか なか見

つか らない。

　 ベ ル リンの失業 率 は17パ ーセ ン トを超

える。仕事 を見つ け る ことは誰 に とって

も困難 であ るが、外 国人で 、50歳 代 の女

性 とな れば、悪 条件 が重 なっ てい る。役

所 や 会社 の担 当者 との面 談 で、 ひ じょう

に不快 な思い をす る こ とも しば しば であ

る。彼 女 を訪 問す る たび に、住 まいが 殺

風 景 に なっ てい くの を見て 、私 も次 第 に

不 安 な気持 ちに なって い った。

　 この友 人 にはい ろい ろ なこ とを教 え ら

れ た が 、 人 に 「お金 を あ げ る」 こ と も、

彼 女 を通 して あ らため て考 え るよ うに な

った こ との ひ とつ であ る。

ある。 貧 しさや 身体 に負 っ た障害 が、見

るか らに気 の毒 とい う気持 ちを起 こ させ

る と きもある し、パ ンク ・ス タ イルの若

者 が、 ガ ール フ レン ドや犬 をつれ て座 っ

てい る こ ともある。 た だ座 ってい るだ け

で は な くて 、音楽 を演 奏 して い る場 合 も

あ っ て、彼 らをス トリー ト ・ミュー ジシ

ャ ンと呼 んでい いの か ど うか 、ち ょっ と

戸惑 う。

　乗 り物 の なか で も同様 であ る。地 下鉄

車 内で しば しば遭 遇す るのは、 ギ ターや

アコ ーデ ィオ ンな どの楽器 をひ きなが ら

歌 を聞 かせ る もので 、 なか には うまい と

思 うこ ともあ るが 、 とん で もない音 を聞

かせ られ るこ と もあ る。客 の多 くは黙 っ

て歌 が終 わ るの を待つ 。演 奏が 終 わる と

帽子 を裏 返 して客 席 を ひ とまわ りす るの

■路 上 の 人 々

　 世界 の多 くの都市 で そ うであ る と思 う

が 、 ベル リンで も、小 銭 を求 め て道端 に

座 ってい る人 の姿 はめず ら し くない。

　 そ の人 た ちのス タ イルは、 さま ざまで
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だが 、帽子 にお金 を入 れ る人 はひ じょう

に少 ない 。次 の駅 につ くと、演者 はい っ

たん車 両 を降 りて 、次 の車両 に移 動 す る。

　 新 聞 を発 行 して販 売す るホ ーム レス の

場 合 、列車 が発 車 す るの を待 って、朗 々

と語 りは じめ る。乗 客 であ る聴 衆 に、新

聞の意 義 や主張 を一 節 聞かせ てか ら、客

席 を まわる のであ る。 この新 聞発 行 運動

に は賛 同者 も少 な くないか ら、音 楽 の場

合 よ りお金 を出す 人 は多 い 。新 聞 は、 は

じめベ ル リンに1紙 だ けあ っ た ら しいが 、

現 在 で はグ ルー プが分 かれ た り、新 た な

もの が加 わ った りして 、4紙 くらいあ る

とい う。

　 あ る と き、 高校生 くらい の若 い女性 が 、

2日 前 に田舎 か ら出て きて食 べ る ものが

ない 、 と乗 客 にお金 を求 め てい る姿 を見

た こ とが あ る。乗客 は、 これ に応 じる ど

こ ろか、 あ きれた よ うな顔 を してい た。

■ 「お 金 を あ げ る こ と」 に つ い て

　 私 の友 人 は、 しば しば路上 の 人 にお金

をあ げ る ら しい。私 はな ん とな くそれ を

感 じ取 ってい たが 、あ る と き、 そ の こ と

が話題 にな った。

　 私 は、彼 らがお金 を必 要 と して い るこ

とはわか るの だが 、 自分 と してはお 金 を

あ げるの は ど う も苦 手 なの だ、 と戸 惑 い

気 味 に き りだ した 。彼 女 は案 の定 、 「な

ぜ?」 と切 り返 した。私 は、 自分 の考 え

を ま とめ なが ら、 だ いたい 次 の よう なこ

とを話 した。 「与 え る」 とい う こ とで生

じる関係 に対 して、 自分 は居 心 地 の悪 い

曖昧 な意識 が起 こる の を感 じる、 その意

識 を 自分 は避 け てい るのだ と思 う、 と。

い ま、 同 じこ とを尋 ね られ て も、答 えは

あ ま りか わ らない と思 う。相 手 と対 面 し

ない で 「お金 をあ げ る」 の は別 だ。 た と

えば 、郵便 局や 銀行 を介 して送金 す る と

きの事 務 的 な手 続 きは、 この よ うな感 覚

が 生 まれ るの を防 いで くれ る。

　 で は、街頭 で、有 志 のグ ルー プが募 金

運 動 を呼 びか けて い る場 合 は ど うだ ろ う。

街 頭 の募金 運動 は、金融 機 関や職 場 、学

校 な どを介 してお金 を出す こ とよ りはや

りに くい が、路 上 に座 って い る人 に直接

お 金 をあ げ るよ りは、や りや す い。

　 こうい う感覚 は、内面 的 で微 妙 な もの

で あ る か ら一 般 化 す る こ とは で きな い。

だが 、 私 の こ の感 覚 に思 い 当 た る方 も、

少 なか らずお られ るだ ろ う、 と私 は想 像

して い る。

　 この感覚 は、何 に由来 す るの だろ うか。

■ 路 上 の コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョン

　 私 の友 人 は、私 が微妙 な意 識が 起 こ る、

とい っ た こと を理解 した よ うだった 。そ

の う えで 、 「そ うい う意 識 が 起 こ ら ない

ように、 自分 は、 お金 をあ げ る ときに必

ず 相手 とこ とば を交 わす よ うに して い る

の だ」 とい った 。 そ れ はた とえば 、 「今

日一 日よい 日 を」 とい うよ うな ことば だ

とい う(こ の こ とば は、友 人 と別 れ る と

きや 、店 でお 金 を払 った あ とに、感 じの
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よい挨 拶 と して交 わ され る)。

　 そ の あ とで顔 を合 わせ た ときは、 どん

な 顔 をす る の 、 と い う私 の 心 配 に は 、

「感 じよ い程度 に、 せ いぜ い ハ ロ ー とい

う くらい」 と答 えて 、 「私 は シ ェパ ー ド

を連 れたパ ンク に も、お 金 をあ げる こ と

が あ る よ」 と、笑 い なが らつづ けた。

　 こ こで 「パ ンク」 と呼 んで い るの は、

ベ ル リンの街 角 で よ く見 かけ る、黒 い衣

服 に 身 をか ため て、鋲 打 ち した ブ レス レ

ッ トや鎖 な どの ア クセサ リー をつ け た若

者 の こ とで あ る。 た いて い大 きな シ ェパ

ー ドを連 れ てい て
、缶 ビール とタバ コを

手 に し、同 じス タイ ルの友 人 と路上 で過

ごす こ とを好 む。 若者 が10人 、大型 の犬

が10頭 も固 ま って い る と、 近づ きが たい

雰 囲気 が た だ よう。 ただ し、彼 らが暴 れ

る こ とはほ とん どな くて、少 な くと も私

は見 た こ とはない。

　 こ うい う若者 が二 人 くらい、路 上 に犬

と座 って い る ことが あ る。 その前 に空 き

缶 が おい てあ るの だが、 友人 同士 で談 笑

して い る姿 は、あ ま り困っ たふ う には見

え ない。 の どかで さえ ある。 私 の友人 は、

そ うい う若 者 にお金 をあ げ る こと もあ る

とい うの だ。 どうや ら、彼 らの連 れ てい

る犬 に プ レゼ ン トを した くな る ら しい 。

「そ の犬 に今 晩 は ミー トカ ンを買 って あ
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げ る って約束 しな さい よ」 とい って彼 女

は お金 をあ げ るの だ そ うだ。 「わ か った 、

約 束 す る よ、 オ カアチ ャン」 と答 える若

者 の声 に、背 中 をむ けた ま ま手 を振 って 、

彼 女 は機嫌 よ く道 を進 む。

■ コミ ュニケー シ ョンを成立 させ るもの

　 あ る と き彼女 は、次 の ような経験 を し

た。小 さな子供 を抱 い て物乞 い を してい

る男 にお金 をあげ た翌 日、 また同 じ男 に

出会 った。 とこ ろが なん と、 昨 日 と同年

齢 の、 た だ し違 う子供 を抱 い てい たの だ。

「私 はたいへ ん不 快 に なって 、『恥 を知 り

な さい 』 と言 った と ころ、そ の男 は、顔

を赤 くして立 ち去 った。」

　 私 に この話 を した とき も、彼 女 の不 快

さは、 ぶ りか え した ようだ った。

　 彼 女 を不快 に した のは 、男が 「物乞 い」

を 目的化 し、そ の 目的の ため に子供 を小

道具 に した トリ ックを使 ったか らで あ る。

だが 、実 をい う と、私 は この話 を聞 いて

もそれ ほ ど驚 か なか った。 その くらいの

トリックは使 うだろ う、 とい う気 持 ちが

どこか にあ る。物 乞 いす る人 を、私 は は

じめ か らあ ま り信用 してい ない 、 とい え

ばい い だろ うか。

　 だ が、彼 女 はそ うで は なか った。彼 女

が 「お金 をあ げ る」 とい う行 為 は、一 時

的 な関係 で はあ って も、そ のい っ と きに

おい て は、相互 的 な コ ミュニケ ー シ ョン

な の で あ る。 そ こ に トリ ック を使 え ば、

コ ミュニ ケー シ ョン関係 は根 本か ら損 な

われ て しま う。彼 女 は、 人 間の結 びつ き

その もの を裏切 るよ うな男 の行 為 を、 許

せ な か ったので あ る。



■ 「持 た な い者 」 との 交 換 関 係

　 彼女 は、地下 鉄 の なかで歌 を聞 かせ ら

れ た と き も、 「いい 」 と思 った と きはお

金 を出す。 た だ し、地下 鉄駅 の通 路 で演

奏 してい る人 に は出 さない 、 とい う。私

は 「お や」 と思 っ た。地 下鉄 駅 で聞 こ え

る演 奏 は、私 の 聞い た と ころ、悪 くない。

す ば らしい経 歴 をもっ た音 楽 家が 演奏 し

て い るこ と もあ る と聞 く。

　 だが私 の友 人 は、 こ うい う人 にはお 金

をあげ る必要 が ない 、 とい うの だ。そ の

理 由は 、彼 らは、演奏 す る場所 を買 った

人 た ち だ か らで あ る。 「○ ○ 駅 の 場 所 」

は、朝 早 く窓 口 に並 んで買 うのだ そ うだ。

その チ ケ ッ トを示 せ ば、警 察 に追 われ る

こと もない。彼 女 は この事 情 を知 って か

ら、 チケ ッ トを買 うほ どの お金 を持 っ て

い る駅 の音 楽 家 たち には、 お金 を出 さな

い こ とに した とい う。

　 彼女 が 「お金 をあげ る」 の は、お 金 を

必 要 とす る人 に対 して であ って 、演奏 に

対 してで はな い。一 方 、私 は、演 奏 に対

して お金 を出 す ほ う を好 む。 私 は 、 「お

金 をあ げ る」 とい う行 為 を、音 楽 とい う

「商 品」 を買 うこ とに読 み 替 え よ う と し

て い るのだ 。商 品 を買 うほ うが、 私 に と

って抵抗 が ない か らだ。

　私 の友 人 は、 人 に対 してお金 をあ げる

の であ るが 、私 は、 人 に対 してお金 をあ

げ る こ とが で きない。 そ れが悪 い とは思

わ ないが 、友 人 と私 の意識 には、 た しか

に違 いが あ る。

　そ の違 い とは、相 手 との 間 に コ ミュニ

ケ ー シ ョン関係 を認め る か ど うか とい う

こ とで あ る。 「お金 をあ げ る」 とい うこ

とは、そ れが一 方 的 な給 付 関係 で あれ ば、

当事 者 の 間 にいず れは上 下 関係 を形成 す

る。 こ とば を交 わす こ とで 、 この上下 関

係 が相 殺 され る とは、私 は考 え ない。 だ

が 、彼 女が こ とば を交 わす とい うこ とに

は、上 下 関係 の相殺 とは別 の意味 が ある。

　 それ は、 一方 的 に給 付 され る側 の人 間

の 存 在 を、 そ の ま まの 形 で 彼 女 が 認 め 、

受 け入 れ てい る とい うこ とで あ る。

　 商 品 を介 在 させ る交 換 関 係 で あ れ ば 、

一方 的 な立場 の優劣 は起 こ らない
。 た だ

しそ の場合 、商 品 を もた ない人 の存在 は

認 め られな い。無 言で お金 を落 と して い

く人 が、 お金 を受 け る人の存 在 を どの程

度 認 めて い るのか は、不 明 であ る。 きわ

め て否定 的 な場 合 もあ る だろ う。

■ 大 都 市 の 社 会 空 間

　 私 の友 人の行 動 か ら私 が考 え た こ とと

い うのは、 大都 市 の人 間関係 の あ りよ う

だ。彼 女が重 視 してい るの は、刹那 的 で、

対 面 的 なコ ミュニ ケー シ ョ ンで ある。 そ

の ような人 間関係 を、大都 市 の社会 空 間

は、歴 史的 に醸成 して きたの で はない か、

と私 はい ま考 えてい る。

　私 は、そ の よ うな大 都市 の都 市人 の行

動様 式 を身 につ けて い ない。 そ うか とい

っ て村 的 な 人間関係 に従 って いる わけで

も ない 。 そ の ど ち らつ か ず の 未 熟 さ を、

私 は 自分 の なか に認 めるの で ある。
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